
吉野さくら学園の給食の視察を行った中井町長が、小学校１年生の教室で、給食を子どもたちと一緒に食べました。
（５月１１日撮影）

■ふるさとの食材を給食に

　　　　　　　　　吉野さくら学園の食育・農の達人

■議会だより

■子育て世帯生活支援特別給付金

■まちの話題　複業人材登用最終報告会

育・農農の
みのり

問町民税務課（税務担当）
　ＮＴＴ…☎(32)３０８１　ＩＰ直通…☎(39)９０６２

新築家屋や増改築された家屋を対象に調査をお願いして

います。該当される方はお申し出ください。また取り壊した

家屋がある場合も必ずお申し出ください。 

新築・改築家屋調査に
　　　　ご協力をお願いします

問暮らし環境整備課　環境対策室　☎(32)９０２４

家庭から出る生ごみの減量対策の一環として、生活環境の
改善を目的に、吉野町内在住の方を対象に、生ごみ処理機
の購入費の一部を補助します。
補助条件等、要件がありますので、購入をお考えの方は、必
ず処理機購入前にお問い合わせください。

家庭用生ごみ処理機等
                   購入補助金

日常の何気ない出来事や、お祭りなどのイベントご
と、風景写真など、投稿内容は何でもOKです。写真の
電子データと内容の説明文（100文字程度）を右記メ
ールアドレスまでお送りください。（先着順で掲載）
（公序良俗に反する内容や営利目的の広告等は掲載できま
せん。）

「よしのコレクション」に掲載する投稿記事を募集しています
 応 募 方 法
●メールアドレス　cvy@town.yoshino.lg.jp  へ
●住所・氏名・日中連絡の取れる電話番号 明記
●ペンネームでの掲載希望の場合はその旨明記
●吉野町にゆかりのある方。個人・団体問いません。
問政策戦略課 広報広聴室　℡（32）９０９０

町 の 人 口
4月末現在登録人口

人口合計 人
男性 人2,837
女性 人3,3146,151 世帯数 （-9世帯）  内訳

増加11世帯
減少20世帯

転入   9人
転出 27人

世
帯3,073

私
の
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。
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n

よしコレ
住民のみなさんからの
投稿ページ　＃58

吉野町在住

吉野のテカチュウ
　　　　　　　　さん

孫が帰りました。耳がシーンとなり、寂しい

のとホッとしたのが同居。忙しかった数日も

あっという間。暇になったとたん疲れがドッ

と。でも楽しかった。次はいつかな。

そこで一句

「孫帰り静かな部屋に湯呑み二個」
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吉野の特産・開校お祝い給食

吉野さくら学園の

▶
保
護
者
に
給
食
の
様
子
を
伝
え
る
写
真
に
は
子
ど

　

も
た
ち
の
様
子
を
一
言
書
き
添
え
、校
内
に
掲
示
。

給食調理員さんと藤田先生が
力を合わせて給食を作ります。
野菜は３度洗うことが調理規
定で決められています。

愛 情

いっぱい

地 域 の

め ぐ み

　

吉
野
町
教
育
委
員
会
で
は
、平
成
21
年
度

に
野
菜
の
地
産
地
消
や
食
育
を
推
進
す
る
た

め
に
、吉
野「
恵
味
」計
画
を
策
定
し
、学
校
給

食
に
地
元
の
旬
の
野
菜
を
使
用
す
る
取
組
み

を
開
始
し
、今
年
で
14
年
に
な
り
ま
す
。

　

偏
食
や
不
規
則
な
食
事
に
よ
る
、生
活
習

慣
病
の
低
年
齢
化
が
進
む
中
、自
ら
の
食
の
安

心
・
安
全
を
確
保
し
、健
康
的
な
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、自
ら
が
情
報
を
収
集
し
、食
材
を

選
択
す
る
知
識
と
判
断
力
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、こ
の
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。　

　

地
元
産
の
野
菜
の
生
産
を
担
う
の
が「
農
の

達
人
」の
竹
本
和
郎
さ
ん（
立
野
）と
東
喜
彦

さ
ん（
河
原
屋
）、鍋
谷
礼
子
さ
ん（
西
谷
）の

３
人
。月
１
回
行
わ
れ
る
、達
人
と
栄
養
教
諭

の
藤
田
先
生
、町
教
育
委
員
会
の
担
当
者
と

の
会
議
で
決
ま
っ
た
野
菜
を
こ
ど
も
園
と
吉
野

さ
く
ら
学
園
に
納
入
し
ま
す
。

地
元
で
作
ら
れ
た
野
菜
を
給
食
で
使
う
こ

と
は
、新
鮮
な
野
菜
が
手
に
入
る
だ
け
で
な
く
、

輸
送
距
離
が
短
く
環
境
面
に
も
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
が
、一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
作
り
手
の

顔
が
見
え
る
と
い
う
安
心
で
す
。さ
く
ら
学
園

で
は
毎
日
、給
食
委
員
会
の
子
ど
も
た
ち
が
給

食
の
時
間
に
、給
食
の
献
立
や
達
人
の
作
っ
た

食
材
の
紹
介
を
放

送
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
安

心
し
て
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、達
人
は
種

苗
会
社
や
Ｊ
Ａ
の

講
習
・
指
導
を
受

け
る
な
ど
し
、低

農
薬
で
お
い
し
い
野
菜
づ
く
り
を
心
が
け
、成

長
期
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
全
な
野
菜
を

提
供
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
食
べ
る
野
菜
づ
く
り
を
生

き
が
い
だ
と
話
す
達
人
た
ち
も
高
齢
者
。達

人
の
後
継
者
不
足
や
生
産
に
関
わ
る
コ
ス
ト

高
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
地
域
の

食
と
農
業
、学
校
が
結
び
つ
き
、子
ど
も
た
ち

が
大
人
に
な
っ
て
も
学
校
で
食
べ
た「
温
か
い
」

給
食
を
思
い
出
し
、日
々
の
食
生
活
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
、吉
野
町
の
給
食

は
毎
日
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

作
り
手
の
顔
が
見
え
る「
野
菜
」

こ
ど
も
園
か
ら
中
学
校
ま
で
の

15
年
間
を
食
で
支
え
ま
す

各学年で年に１～２回ほど行う食育の授業。写真は小学3

年生を対象とした「大豆はかせになろう」の授業の様子。

「食」は生きる上での基本であり、全て
の教育の根幹にあるのが食育。栄養や
食の安全・伝統などの知識を身につけ
ることはもちろん、感謝の気持ちや地
域ごとの食文化への理解も大事にし
ています。安心して楽しく食事をとる
ことができているか、毎日給食を食べ
る子どもたちの表情を見て、献立づく
りに生かします。

感
謝

献立の一例▶達人が作った人参・
大根・ネギの入ったあすか汁。達
人の白菜・人参と吉野産のしめじ
のお浸し。サバの照りマヨ焼き。
五條産の柿。

私たちが心を込めて育てた野菜を届けます。
食育と農の達人  ― 子どもたちに地元の旬の恵みを ―

橿原のまほろばキッチンにも
出荷している竹本さん

元給食調理員の
鍋谷さん

さくら学園に通う
お孫さんがいる東さん

▶
達
人
が
給
食
を
見
学

学校・園給食にご家庭で生産した旬の野菜を提供し

てくださる方を募集しています。子どもたちの心と

体をはぐくむ給食づくりの一翼を担ってみません

か。詳しくは下記までお問い合わせください。

問教育委員会事務局 教育総務課　℡(32)０１９０ 

メールアドレス　school_e@town.yoshino.lg.jp

地元野菜をご提供ください。農の達人募集。

世界の料理「フィンランド」

中学２年生「スポーツ栄養講座」
食とスポーツが結びついていることを知り、
自分の食生活をよりよくする力を身につける。

さくらの干菓子とさくらゼリー

柿
の
葉
寿
司

吉
野
く
ず
入
り
う
ど
ん

食育の日の取組みを献立のテーマを決め

て実施。給食を「生きた教材」として、子ども

たちの食に関する興味関心を高め、望まし

い食習慣の形成につなげます。

柿の葉寿司を作る
時に使う木箱と干菓子の

木型も展示

疲労回復効果のある
梅干しや100％オレンジ
ジュース、豚肉。いも類で
エネルギー源を多く。

グリラットゥロヒ
（サーモンのオーブン焼き）

シエニケイット
（きのこのクリーム
スープ）

バランスに気を付けた
朝ごはんにしよう

め
ぐ
み

み
の
り

と農の
みのり

みのり

管理栄養士の資格も持つ
栄養教諭　藤田圭乃子先生
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